
マイタイムラインの作り方

広島県自主防災アドバイザー

柳 迫 長 三



災害から自分の命を守る具体的な活動として（地域の弱点・強い所を知る）

◎家族で暮らす地域、勤める、通う地域を知る（人達も含む)
◎防災情報を沢山得る（特に気象の知識を高める）――気象予報士・技術士など
地域の災害歴や災害碑を調べたり、昔のことを知る方のお話を聞くこと

自宅付近＝広島市安佐北区落合南3丁目（中岩上町内会）



洪水警報の危険度分布（キキクル）

◎災害を予見するための情報（気象庁防災気象情報）ー勉強する



◎災害を予見するための情報（警戒レベルと相当情報）



自分たちの町は自分たちで守る＝近助・共助

近助・共助で重要な人は

・町内会・自治会長
・自主防災会長
・地域の役員（民生委員・福祉委員など）
・近所のお節介のおばちゃん
・昔のことを知っているお爺さん

困ったときに、相談に載ってくれる近所付き合い

日頃の生活の中で重要なこと

顔見知りになる（やさしい心）
・挨拶をすること
・相談すること
・声をかけること

優しい町・いつまでも暮らしやすい町・助け合える街を目指す
【継続的に発展するすべ】

これからの地域コミュニテーは・・



私たちの助け合う地域づくりの取り組みは・・・

・人にやさしい

・思いやりのある

・声掛けができる

①自主防災組織は、ﾎﾞランテイアを募り組織した
（主に防災士⇒若い方・女性の多い組織）

・正確な情報を持っている人
・防災に関して高い知識のある人
・行動力のある人

例えば
・看護師や薬剤師など
・地域の歴史研究家

地域の人材を発掘しましょう

地域の防災資源を有効に活用（協定書締結）

①老人ホームとの連携協定を締結し、専門職員を避難所へ派遣・一時退避場所に利用
②ショッピングセンター買物客用バスを避難バスに利用する協定
③公園やショッピングセンタの駐車場を車両避難場所に借用
④地域の高層ビルを緊急退避施設として使用する協定（広島市）
⑤地域包括支援センターと民生委員に協力を求め、災害時の要支援者個別避難計画を策定し、
安否確認システムを導入し、要支援者への防災情報の発信と避難状況を把握する
⑥ショッピングセンターと協定を結び、被災時店内の商品を支給してもらう。



◎西日本豪雨災害時、避難すべき状況にあった84％が避難していない。
（広島市避難検証委員会報告から）

◎避難しなかった理由は、
「家の方が安全だと思った。」49％
「自分の周辺は大丈夫と思った」44％
「避難する間の道のりが怖かった」
「家族を考えると避難できなかった。」

危機意識の低さ＝危険認識や判断の甘さ

避難の決断の遅さ

避難したくても避難できなっかた事情を抱えていた。

住民が避難をためらう主な要因
①危機感の欠如「自分は大丈夫」という考え方。
災害を過小評価する正常性バイアスにより判断を迷うケースが多い。

②避難情報の理解が浅い。
天気予報と気象情報の違い（前と後）



国土交通省資料から



繰り返される被害からの教訓
（災害対応のフェーズと情報把握）
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 災害の発生が予見できる災害

台風、大雨（洪水・土砂災害）、つなみ、高潮

・警戒期の対策が被害を防ぐ

・災害情報の把握

・早期避難・避難しない場合の対応策を検討

▶ 災害の発生予見が難しい災害

地震・ゲリラ豪雨・竜巻

・その場で身を守る

・二次災害による被害を防ぐ





いつ？

誰が？

何をするのか？

避難のタイミングは？

時系列に整理す
る

マイタイムライン＝逃げ遅れないために



（例）台風のフェーズ

いつ？



いつ？

●遅れた避難は、かえって危険

平成26年8月20日広島豪雨災害
避難路となる市道は、大量の水で避難には使えない

安佐南区八木3丁目

安佐北区可部東2丁目



いつ？

〇避難レベルの改正に注意

〇要支援者対策

地域の連携

（自主防災組織・社会福祉協議会）

〇ハザードマップで確認
自宅・職場の危険性
避難経路の確認



題目『危険に気づく工夫を』
安佐北区可部東三丁目ペンネーム「Ａ・Ｋ」

早朝４時３０分ごろトイレに行こうと目覚めました。
目覚めた時、いつもはしない「におい」に気づきました。

何のにおいか、その時はわからなかったのですが、後になって「木が湿ったようなにおい」だったと
気づきました。しかしその時は大して気にせず、また寝てしまいました。

６時３０分ごろ、この日は不燃ごみの日だったのでごみを出そうと外に出ました。ドアを開けると洗
い流したようなすっきりとした空気を感じました。

外に出て初めて、濁った水が道を勢いよく流れていることを知りました。人だかりもできていました。
私は耳が聞こえないので、豪雨の音も雷の音にも気づかず、ぐっすりと寝ていたのです。

しばらくすると、友人から次々に「大丈夫か？」と気遣うメールが届きました。しかしテレビが見ら
れないので状況がわかりません。
雨や雷の音がどんなに激しくても、聴覚障害者である私はその異常さに気づきませんでした。

今回、雷の光で起きた聴覚障害者はいましたが、全員ではありません。寝ている時でも気づくように、
１０分程度、光り続けるフラッシュを寝室に取りつけるという案はどうでしょうか？
これからは危険に気づく工夫が必要だと思いました。

聴覚に障害を持つ方の被災体験



いつ？

●わがまち防災マップの確認
地域の特異性
これまでの災害歴（災害碑の確認）
古老からの情報
歴史書の確認

●情報の入手
① テレビ・ラジオ
② インターネット
③ 防災行政無線
③ メール配信・民間アプリ



●避難先を決める

自主防災＝自助・共助・近助

行政＝指定避難所・福祉避難所



いつ？

誰が？

何をするのか？

避難のタイミング
は？

時系列に整理す
る

マイタイムライン＝逃げ遅れないために



誰が？

家族 ・父（職場）

・母（自宅）
・子ども（学校）
・じいちゃん・ばあちゃん（老人ホーム）

要支援者
● 要支援者とは、情報の入手や発信が困難な人です。

例えば、視聴覚に障害のある人、日本語の分からない外国人など。
知的障害のある人など、理解や判断ができなかったり、時間がかかる人。

移動に介助の必要な人。寝たきりの人、足が不自由な人、乳幼児など。

避難所などでの生活に特段の配慮が必要な人。
情報や行動に制約のある人、慢性疾患のある人、妊産婦など。

―――昼間・夜間の場合をそれぞれ作成します

その他 〇車を高台へ移動する。 〇ペットをどうするか？

※それぞれ
昼間いる場所が違う



いつ？

誰が？

何をするの
か？

避難のタイミングは？

時系列に整理する

マイタイムライン＝逃げ遅れないため

に



何をするのか？

●連絡・情報交換＝スマートフォンがあれば・・
※安否確認
※防災情報メール配信サービス

●集合場所の確認

災害用伝言ダイヤル１７１



何をするのか？

● 災害情報・
気象情報の確認

※土砂災害警戒情報
（広島市は区別発表）
※線状降水帯情報の発表



何をするのか？

●非常持ち出し品を点検・準備

〇食品や飲料水は賞味期限のチェック
を忘れずに。

〇欲張り過ぎない。
（重さの目安は 男性で15㎏、女性で
10㎏）

〇背負いやすいリュックサックにまと
める。

非常持ち出し品リスト

1、貴重品 □現金、□預貯金通帳、□カード類、□印鑑
□免許証、□権利証書、□健康保険証、□貴金属類、
□鍵（自宅・車）、□住所録のコピー

2、飲料水・非常食
（調理せずそのまま
食べられるもの）

□ミネラルウオーター、□乾パンやクラッカー、
□缶詰、□割り箸、□スプーン・フォーク、□皿・
コップ、
【乳幼児のいる家庭】□哺乳食、□粉ミルク（哺乳瓶）
【ペットのいる家庭】□ペットフード

3、応急医薬品
※薬品は温度・湿度が
高い所では、変質する場
合もあります。保管場所
に注意しましょう

□絆創膏、□ガーゼ、□包帯、□三角巾、□はさみ、
□ピンセット、□刺抜き、□消毒薬、□脱脂綿、□
傷薬、□風邪薬、□胃腸薬、□鎮痛剤、□解熱剤、
□目薬、
【持病のある方】□常備薬

4、情報、照明 □携帯ラジオ、□懐中電灯（できれば一人に一つ）、
□予備の乾電池（多めに）、□携帯電話（充電器も）

5、生活用品 □ヘルメット、□マスク、□ゴーグル、□軍手・ゴ
ム手袋、□雨具（傘・レインコート）、□ホイッスル、
□上着類（防寒用）、□下着類（着替え）、□タオル・
ハンカチ、□毛布、□テッシュペーパー・ウエット
テイッシュ、□歯ブラシ、□ライター・ローソク、
□ナイフ、□ビニール袋、
【女性・幼児・老人用に】□生理用品、□紙おむつ
【目・耳の不自由な方】□眼鏡・コンタクトレンズ、
□補聴器



いつ？

誰が？

何をするのか？

避難のタイミングは？

時系列に整理する

マイタイムライン＝逃げ遅れないため

に



避難のタイミングは？

●レベル3で避難（自宅は本当に安全ですか？）
子供や障がい者のお宅は、早めの避難を！

●避難経路の再確認
土石流は時速40～50キロメートル／毎時で流れてくる
避難路が土石流の流路となり、多数の犠牲者が出ている。
アスファルト路は、激しい水流で剝がされ流れる。

●過去の災害発生状況を振り返り、危険な場所は通らない。

●情報の入手
※ひろしま防災チャットポット事業への情報提供
※ひろしまテレビ「守りたいメモリーズ」
【広島テレビホームページから送ってください。】



●マイタイムラインは家族みんなで作成しましょう

●いつでも確認できる場所へ掲出しておきましょう

●時々点検し、修正することも大事です。





● 早めの避難

● 近隣のお宅へ声掛け避難

（呼びかけ避難）



ご清聴ありがとうございました。
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※自然災害は、私たちの予測をはるかに超えてやってきます。
「自分の命は自分で守る」覚悟と事前の備えが重要です。


